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2 0 2 4 - 2 5 年 度 国 際 ロ ー タ リ ー テ ー マ  

「 ロ ー タ リ ー の マ ジ ッ ク 」  

2 0 2 4 - 2 5 年 度 ク ラ ブ テ ー マ  

「 互 い に 親 し み ・ 広 げ よ う 交 流 と 親 睦 」  

 

週  報  第 ２ ７ ５ ３ 回  

２ ０ ２ ４ 年 ７ 月 ２ ６ 日  

              八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ  C L U B  N O . 1 5 0 7 0  

今 回 例 会 行 事        テーマ：ガバナー公式訪問  

担  当：会長幹事        

次 回 例 会         テーマ：直前会長・幹事慰労会 

担  当：親睦・ＳＡＡ 
 

♦ ♢ ♦ ♢ 第 ２ ７ ５ ２ 例 会 ♢ ♦ ♢ ♦  
 

司 会  佐 野 忠 信  
 
「 そ れ で こ そ ロ ー タ リ ー 」  
「 夏 の 思 い 出 」  斉 唱  
 

会 長 挨 拶     会 長  安 宅 照 男  

 

皆 さ ん こ ん に ち は 。 松 山 城 が あ る 、
愛 媛 県 松 山 市 の 「 勝 山 」 で 土 砂 崩 れ が
発 生 し 、 ふ も と に あ る 複 数 の 住 宅 に 土
砂 が 流 れ 込 み 、 巻 き 込 ま れ た 木 造 住 宅
に 住 む ３ 名 の 方 が 犠 牲 と な り ま し た 。 山
頂 付 近 で は 、 コ ン ク リ ー ト の 壁 が 設 け ら
れ て い た が 、 昨 年 夏 の 大 雨 で 傾 く 被 害
が 確 認 さ れ て い て 、 さ ら に 、 先 月 末 か
ら の 大 雨 の 影 響 で 、 傾 き が ひ ど く な り 、
道 路 に 複 数 の 亀 裂 が 確 認 さ れ て い た よ
う で す 。 松 山 城 は 、 国 の 史 跡 に 指 定 さ

れ て い て 、 文 化 庁 の 許 可 が 必 要 で 、 今
月 に な り よ う や く 復 旧 作 業 が 始 ま っ た
ば か り だ っ た そ う で す 。  
被 害 に あ わ れ た 方 に 対 し 、 謹 ん で お 悔
や み 申 し 上 げ ま す 。  

 
７ 月 の ロ ー タ リ ー 月 間 は 「 母 子 の 健

康 月 間 」 で す 。 ５ 歳 未 満 の 幼 児 の 死 亡
率 と 罹 患 率 の 削 減 、 妊 婦 の 死 亡 率 と 罹
患 率 の 削 減 、 よ り 多 く の 母 子 に 対 す る
基 本 的 な 医 療 サ ー ビ ス の 提 供 、 保 険 従
事 者 を 対 象 と し た 研 修 、 保 険 ケ ア の 提
供 、 母 子 の 健 康 に 関 連 し た 仕 事 に 従
事 す る こ と を 目 指 す 専 門 職 人 の た め の
奨 学 金 の 支 援 を 強 調 す る 月 間 と さ れ て
い る そ う で す 。  

 
１ ９ 日 は 「 土 用 の 入 り 」 だ そ う で す 。

季 節 の 移 り 変 わ り を つ か む た め に 設 け
ら れ た 特 別 な 暦 日 で 、 節 分 、 彼 岸 、 八
十 八 夜 な ど が 当 て は ま る そ う で す 。 「 夏
の 土 用 」 は 、 １ 年 の 中 で 最 も 暑 さ が 厳 し
い 時 季 に あ た る た め 、 江 戸 時 代 に は 、
夏 バ テ や 病 気 回 復 の た め に 、 柿 の 葉 な
ど の 薬 草 を 入 れ た お 風 呂 に 入 り 、 お 灸
を す え た り さ れ て い た そ う で す 。 ウ ナ ギ
を 食 べ る 習 慣 に つ い て は 諸 説 が あ り 平
賀 源 内 が 発 案 し た と い う 説 が 知 ら れ て
い ま す 。 ビ タ ミ ン Ａ 、 Ｂ 群 が 豊 富 に 含 ま
れ 栄 養 価 が 高 い ウ ナ ギ は 、 夏 バ テ 、 食
欲 減 退 防 止 の 効 果 が あ り 、 万 葉 集 に も
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記 述 が 残 っ て い る ほ ど 日 本 人 に は な じ
み 深 い 食 材 で す 。 今 年 の 「 土 用 の 丑 の
日 」 は 、 季 節 を 感 じ な が ら ウ ナ ギ を 食 べ
て 、 元 気 に な り ま し ょ う 。 ち な み に ７ 月 ２
４ 日 と ８ 月 ５ 日 で す 。  
 
２ ６ 日 ガ バ ナ ー 公 式 訪 問 例 会 に つ い て  
 会 長 ・ 幹 事 と 次 年 度 会 長 、 幹 事 と の
デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の 時 間 が 1 時 間 で 、 １
１ 時 ～ １ ２ 時 に 懇 談 会 を 行 い ま す 。  
例 会 は １ ２ 時 ３ ０ 分 点 鐘 。 会 長 挨 拶 、 委
員 会 報 告 、 親 睦 委 員 会 お 祝 い ニ コ ニ コ
の 発 表 を １ ２ 時 ５ ０ 分 ま で と し 、 そ の 後
ガ バ ナ ー の 卓 話 が ４ ０ 分 間 。 テ ー マ に
沿 っ た デ ィ ス カ ッ シ ョ ン が １ ３ 時 ３ ０ 分 ～
１ ４ 時 ３ ０ 分 ま で と な り ま す 。 長 時 間 に
な り ま す が ご 協 力 宜 し く お 願 い い た し
ま す 。 今 回 、 指 定 さ れ た テ ー マ は あ り ま
せ ん の で 、 引 継 ぎ 委 員 会 に つ い て デ ィ
ス カ ッ シ ョ ン を 行 い た い と 考 え て お り ま
す 。 我 が ク ラ ブ で は 、 毎 年 ６ 月 初 旬 に
引 継 ぎ 委 員 会 を 設 け て お り ま す 。 こ れ
ま で 委 員 長 に 任 せ て い ま し た が 、 委 員
長 、 委 員 の 全 会 員 が 参 加 し 、 １ 年 を 振
り 返 り 、 問 題 点 、 見 直 し 等 の ご 意 見 を
協 議 し て 頂 け た ら と 思 い ま す の で よ ろ
し く お 願 い し ま す 。  

 
本 日 は 、 先 週 に 引 き 続 き 委 員 会 活

動 計 画 を 発 表 し て い た だ き ま す 。 よ ろ
し く お 願 い い た し ま す 。  

 

幹 事 報 告       幹 事  寺 沢 一 三  

 

・ 新 入 会 員 の 伺 い を 回 覧 し ま す 。 ご 確
認 頂 き 、 異 議 の あ る 方 は １ 週 間 以 内 に
書 面 で お 申 し 出 下 さ い 。  
・ 7 / 2 6 は ガ バ ナ ー 公 式 訪 問 で す 。 お
客 様 が ７ 名 み え ま す の で よ ろ し く お 願
い 致 し ま す 。  
・ ８ / 2 4 地 区 奉 仕 プ ロ ジ ェ ク ト セ ミ ナ ー

開 催 。 担 当 委 員 長 は ご 参 加 下 さ い 。  
・ R L I パ ー ト １ 開 催 、 希 望 者 は お 声 が
け 下 さ い 。  
・ 地 区 か ら の お 知 ら せ を 回 覧 し ま す 。  
 
委 員 会 報 告  

江 口 茂 勇 会 員  
 
 ７ / 1 3 に 勝 田 台 文 化 ホ ー ル で 開 催 し
ま し た 日 本 会 議 の 総 会 に 多 数 の ご 参
加 を 頂 き 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  
 

稲 山 雅 治 会 員  
 

オ リ ン ピ ッ ク 支 援 と し て 八 千 代 市 が
市 民 会 館 小 ホ ー ル で パ ブ リ ッ ク ビ ュ ー
イ ン グ を 開 催 し ま す 。  
７ / 2 7 ( 土 ) 1 6 時 か ら 市 民 会 館 で オ ー
プ ニ ン グ セ レ モ ニ ー を 行 い 、 角 田 選 手
の 第 １ 試 合 は 1 7 時 か ら の 予 定 で す 。
決 勝 戦 は 深 夜 2 4 時 半 頃 と な り ま す 。
深 夜 と な り ま す が 2 3 時 半 位 に お 越 し
頂 け れ ば と 思 い ま す 。  
８ / ９ ( 金 ) は 安 楽 選 手 で 1 6 時 か ら 同 会
場 と な り ま す 。 決 勝 が 1 9 時 頃 の 予 定
で す の で 、 1 8 時 位 に お 越 し 下 さ い 。 皆
さ ま ど う ぞ よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  
 

お 祝 い  
 
本 人 誕 生 日 ： 浅 野 正 幸 会 員  

 
結 婚 記 念 日 ： 池 田 会 員  
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例 会 行 事  
 
委 員 会 活 動 計 画 発 表  幹 事  寺 沢 一 三  

 

 先 週 に 引 き 続 き 、 各 委 員 会 の 活 動 計
画 の 発 表 を 、 よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  
 
ク ラ ブ 広 報 委 員 会 委 員 長  菊 川 秀 明  

 
基 本 方 針 ： ク ラ ブ の 対 外 的 評 価 を 一 層
向 上 さ せ る 目 的 で 、 例 会 の 内 容 等 を
積 極 的 に 外 部 に 公 開 す る こ と に よ り 、
ク ラ ブ の 楽 し い 雰 囲 気 を 外 部 に 伝 え る
ほ か 、 充 実 し た 内 容 の 週 報 を 通 じ て 会
員 相 互 間 の 親 睦 を 図 る  
 
活 動 計 画 ：  
1 ． 週 報 の 内 製 化 の 継 続  
2 ． ホ ー ム ペ ー ジ や Ｓ Ｎ Ｓ の 積 極 的 活 用
に よ る 外 部 へ の 情 報 発 信  
3 ． 会 員 相 互 間 の 親 睦 を 図 る 目 的 で 、
私 の 一 言 コ ー ナ ー を 週 報 に 設 置 す る 。  
日 経 新 聞 の 私 の 履 歴 書 の 様 な イ メ ー
ジ で す 。 言 葉 で 話 す 事 と 、 文 章 で 書 く
事 は 違 い が あ り 、 書 く 事 で 深 み が あ
り 、 よ り 人 に 伝 わ る と 思 っ て い ま す 。 き
っ か け は 宮 野 会 員 か ら 頂 い た 原 稿 が
素 晴 ら し く 、 こ れ ま で の 人 生 の 道 の り
な ど を 改 め て 知 る 事 が 出 来 て 大 変 よ
い と 感 じ ま し た 。 内 容 は 問 い ま せ ん の
で 、 原 稿 を 大 募 集 さ せ て 頂 き ま す 。 た
だ 掲 載 の タ イ ミ ン グ に つ い て は お 任 せ
頂 け れ ば と 思 い ま す 。  

 

R 財 団 委 員 会     委 員 長  市 原 正 男  

 

基 本 方 針 ： 地 区 や ク ラ ブ な ど の 様 々 な
活 動 の 財 源 と な る ロ ー タ リ ー 財 団 の 活
動 を 会 員 の 皆 様 に 理 解 し て い た だ け る
よ う な 活 動 を 実 施 す る と と も に 、 各 種 基
金 へ の 積 極 的 な 寄 付 へ の 啓 蒙 活 動 を

実 施 す る 。  
 
活 動 計 画 ：  
1 . ロ ー タ リ ー 財 団 の 仕 組 み を 理 解 し て
も ら え る よ う な 卓 話 を 行 う 。  
2 . 会 員 の 皆 様 に 自 発 的 に 寄 付 を い た
だ け る よ う な 啓 発 発 動 を 行 う 。  
3 . 年 次 基 金 、 ポ リ オ 等 使 途 指 定 基 金
へ の 寄 付 依 頼 を 行 う 。  
今 月 の レ ー ト は １ ﾄ ﾞ ﾙ 1 6 1 円 で 寄 付 に
は 適 さ な い 情 勢 で は ご ざ い ま す が 、 来
年 ま で 待 っ て い て 1 7 0 円 と な れ ば
益 々 が っ か り で す の で 是 非 ご 検 討 を お
願 い し ま す 。  
 

奉 仕 プ ロ ジ ェ ク ト 委 員 会  
統 括 委 員 長  風 間  茂  

 

奉 仕 プ ロ ジ ェ ク ト は 、 鈴 木 職 業 奉 仕 委
員 長 、 中 村 社 会 奉 仕 委 員 長 、 橋 本 国
際 奉 仕 委 員 長 、 久 土 地 青 少 年 奉 仕 委
員 長 で 構 成 さ れ て い ま す 。  
基 本 方 針 ： ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 五 大 奉 仕
部 門 の う ち 四 部 門 ( 職 業 奉 仕 、 社 会 奉
仕 、 国 際 奉 仕 、 青 少 年 奉 仕 ) を 統 括 す
る 委 員 会 と し て 各 委 員 会 が 連 携 し て 積
極 的 に 奉 仕 活 動 で き る よ う 努 め て い き
た い と 思 い ま す  
 
活 動 計 画 ：  
1 . 会 長 方 針 の 「 互 い に 親 し み 広 げ よ う
交 流 と 親 睦 」 を 念 頭 に 奉 仕 活 動 を 推 進
す る  



- 4 -

2 . 各 委 員 会 と 連 携 し て 効 果 的 な 奉 仕
活 動 を 推 進 す る  
 
社 会 奉 仕 委 員 会    委 員 長  中 村 賢 治  

 

基 本 方 針 ： 社 会 奉 仕 委 員 会 は 地 域 へ
の 役 立 つ 奉 仕 を 考 え 各 種 団 体 と 協 議 、
協 力 し 社 会 奉 仕 活 動 を 行 っ て 参 り ま す  
 
活 動 計 画 ：  
1 . 交 通 安 全 運 動 へ の 参 加 と 協 力  
2 . 社 会 福 祉 協 議 会 の 事 業 へ の 協 力  
3 . 赤 十 字 の 事 業 に 協 力  
4 . ふ る さ と 親 子 祭 り 、 ニ ュ ー リ バ ー ロ ー
ド レ ー ス 等 の 地 域 事 業 に 積 極 的 に 参
加 す る  
5 . 災 害 発 生 時 の 人 道 的 支 援 を 行 う  
 

国 際 奉 仕 委 員 会    委 員 長  橋 本 幹 雄  

 

地 区 で は 「 つ な ご う 2 7 9 0 」 を 掲 げ 、
各 ク ラ ブ 同 士 で 連 携 し て ひ と つ の プ ロ
ジ ェ ク ト を 行 っ て ゆ こ う と し て い ま す 。
ま た 、 奉 仕 と は な ん で あ る か を 改 め て
考 え て み た い と 思 っ て い ま す 。  
基 本 方 針 ： 国 際 的 な 社 会 奉 仕 団 体 「 国
際 ロ ー タ リ ー 」 の 一 員 と し て 、 人 道 的 な
奉 仕 を 行 う こ と を 基 本 理 念 と し 、 世 界 に
お い て 国 際 親 善 と 平 和 の 確 立 に 寄 与
す る  

活 動 計 画 ：  
1 . 地 区 の 国 際 奉 仕 委 員 会 が 新 た に 提
唱 す る 各 ク ラ ブ 間 の 連 携 と サ ポ ー ト 体
制 に よ る 国 際 奉 仕 プ ロ ジ ェ ク ト 創 出 プ
ロ グ ラ ム を 習 熟 し て 、 当 ク ラ ブ に お い て
も 何 が 出 来 る か を 模 索 す る  
2 . 世 界 的 に 自 然 災 害 が 頻 発 す る 現 状
か ら 、 海 外 で の 災 害 発 生 時 に は 情 報 を
共 有 し 支 援 活 動 を 積 極 的 に 推 進 す る  
3 . 八 千 代 市 と 提 携 す る 国 際 姉 妹 都 市
（ ア メ リ カ の タ イ ラ ー 市 ） 及 び 友 好 都 市
（ タ イ の バ ン コ ク 市 ） と の 交 流 事 業 の 把
握 と 周 知 を 図 り 、 要 請 が あ れ ば 適 時 協
力 対 応 す る  
4 . ロ ー タ リ ー 世 界 大 会 へ の 会 員 の 参 加
を 推 奨 す る  

 

青 少 年 奉 仕 委 員 会 委 員 長  久 土 地  剛  

 
基 本 方 針 ： 日 本 の 次 代 を 担 う 子 ど も た
ち へ 留 学 と い う チ ャ ン ス を 提 供 し 、 語 学
力 の 向 上 は も ち ろ ん 他 の 国 の 文 化 を 体
験 す る と 共 に 、 個 人 的 成 長 や 異 文 化 理
解 を 深 め る 機 会 を 提 供 し ま す 。 こ の プ
ロ グ ラ ム を 通 じ て 、 次 代 の リ ー ダ ー 育
成 や 国 際 協 力 の 促 進 に 貢 献 し 青 少 年
健 全 育 成 事 業 を 通 し て 社 会 の 発 展 に
寄 与 し て 参 り ま す 。  
 
活 動 計 画 ：  
1 . R Y L A セ ミ ナ ー へ の 参 加 を 会 員 に
依 頼 し ま す  
2 . 青 少 年 交 換 プ ロ グ ラ ム の 推 進 と 協 力
体 制 を 整 え ま す  
3 . 青 少 年 に 関 わ る 団 体 、 関 連 組 織 に
支 援 、 協 力 を し ま す  
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米 山 奨 学 委 員 会     委 員 長  浅 野 正 幸  

 

基 本 方 針 ： 米 山 奨 学 会 は ロ ー タ リ ー の
理 想 と す る 国 際 理 解 と 親 善 に 寄 与 す る
こ と を 目 的 と し て 外 国 人 留 学 生 に 対 し
奨 学 金 を 支 給 、 援 助 し て い ま す 。 1 9 5 2
年 以 降 、 米 山 梅 吉 氏 の 功 績 を 記 念 し て
設 定 さ れ た 米 山 奨 学 制 度 は 今 や 民 間
最 大 の 留 学 生 奨 学 団 体 と な っ て い ま
す 。 日 本 ロ ー タ リ ア ン か ら の 寄 付 に よ っ
て の み 支 え ら れ て い る 、 米 山 記 念 奨 学
会 の 目 的 及 び 意 義 を 会 員 の 皆 様 に 正
し く 理 解 し て 頂 き 、 米 山 奨 学 事 業 に 心
地 よ く ご 奉 仕 し て 頂 け る よ う に 努 め て 参
り ま す 。  
 
活 動 計 画 ：  
1 . 米 山 奨 学 会 の 歴 史 、 意 義 及 び 現 状
に つ い て 会 員 に 情 報 を 提 供 し 理 解 を
得 ら れ る よ う 努 め ま す  
2 . 米 山 奨 学 会 の 理 解 を 深 め て い け る よ
う な 卓 話 等 を 計 画 し ま す  
3 . 受 け 入 れ 奨 学 生 の 世 話 ク ラ ブ 、 カ ウ
ン セ ラ ー と し て １ 年 間 サ ポ ー ト し 、 会 員
と の 交 流 を 深 め ま す  
昨 年 度 よ り 引 き 続 き 、 米 山 奨 学 生 の ア
ニ メ ー シ ュ さ ん の 受 け 入 れ ク ラ ブ で す 。
わ た し と 稲 山 会 員 が カ ウ ン セ ラ ー と し て
フ ォ ロ ー し て 参 り ま す 。  
 

雑 誌 委 員 会     副 委 員 長  渡 邉 敏 美  

基 本 方 針 ： 「 ロ ー タ リ ー の 友 」 に つ い
て 、 関 心 と 理 解 を 深 め る 活 動 の 啓 発 を
図 り 、 対 外 的 に も ロ ー タ リ ー ク ラ ブ の 活
動 を 広 報 し 、 よ り 多 く の 皆 様 に 関 心 を
持 っ て い た だ け る よ う に 努 め ま す  
 
活 動 計 画 ：  
1 . 会 員 に ロ ー タ リ ー の 友 の 内 容 を 紹
介 ・ 説 明 し ま す 。  
2 . 地 域 に ロ ー タ リ ー の 友 を 紹 介 し 、 ロ
ー タ リ ー 活 動 に 理 解 を い た だ き ま す  
 

プ ロ ジ ェ ク ト Y 委 員 会  委 員 長  杉  晟  

 

基 本 方 針 ： こ の プ ロ ジ ェ ク ト は 特 別 支
援 学 級 と 合 同 で 実 施 す る 。  
子 ど も た ち が 夢 を 持 ち 、 自 ら 目 標 に 向
か っ て 努 力 し 仲 間 を 大 切 に す る 心 が 育
つ よ う に 支 援 す る 授 業 （ 夢 先 生 「 ユ メ セ
ン 」 授 業 ） を 提 供 し 、 子 ど も た ち の 、 い
じ め や 自 殺 、 引 き こ も り 、 無 気 力 な ど を
少 な く す る こ と で あ る 。  
 
活 動 計 画 ：  
・ 小 学 校 ５ 年 生 を 対 象 に 、 地 域 と と も に
あ る 八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ の 活 動 の
一 環 と し て 教 育 委 員 会 と 共 同 で 、 公 益
財 団 法 人 日 本 サ ッ カ ー 協 会 の 支 援 を
受 け 、 八 千 代 市 立 小 学 校 2 2 校 対 象 で
実 施 し て き て お り 、 今 回 が 最 後 に な り
ま す 。  
・ 小 学 ５ 年 生 は 、 人 格 形 成 に お い て 大
切 な 時 期 で す 。 一 方 、 現 在 の 社 会 環 境
は 多 様 性 に 満 ち て い ま す 。 こ の よ う な
環 境 の 中 で 自 分 が や り た い こ と 、 即
ち 、 夢 （ 目 標 ） を 見 つ け て 努 力 し て い く
過 程 を 学 ぶ こ の 「 こ こ ろ の プ ロ ジ ェ ク ト 」
は 非 常 に 有 意 義 な プ ロ ジ ェ ク ト で す 。
児 童 に は 、 互 い の 夢 （ 目 標 ） の 違 い を
認 め 合 い 、 価 値 観 の 多 様 性 を 認 識 し て
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も ら い た い 。 ま た 、 参 観 さ れ る 保 護 者 、
教 育 関 係 者 の 皆 さ ん に は 、 地 域 内 の ロ
ー タ リ ー 活 動 を 知 っ て い た だ き た い 。
ま た 、 児 童 が 互 い に 多 様 性 を 認 識 す る
一 つ の 機 会 に な っ て い る こ と も 理 解 し
て い た だ き 、 日 常 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
を し て も ら い た い 。 こ れ ら の こ と を 踏 ま
え て 、 よ り 多 く の 方 々 に 参 観 し て い た だ
け る よ う 教 育 委 員 会 に 強 く 働 き か け て
い き ま す 。  
・ 各 委 員 は 、 情 報 の 共 有 を 図 り 、 ロ ー タ
リ ー ク ラ ブ の 地 域 に 根 差 し た 活 動 の  
広 報 を 心 掛 け る 。  

 

監  査              上 代  修 二  

 

基 本 方 針 ： 八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ の
財 務 状 況 の 表 示 、 及 び 会 計 が 適 正 に
行 わ れ て い る か 監 査 す る  
 
活 動 計 画 ： 長 き 伝 統 を 持 つ 八 千 代 ロ ー
タ リ ー ク ラ ブ で あ る の で 、 諸 先 輩 が 築 い
て き た 慣 習 を 大 事 に し な が ら 、 例 会 等
の 運 営 を 監 査 し て い き た い  
７ / ５ に 前 年 度 の 監 査 を 行 い ま し た 。 コ
ロ ナ 禍 で 事 業 が で き な か っ た 事 も あ り 、
潤 沢 な 財 源 が ご ざ い ま す の で 、 新 し い
活 動 に 有 効 に 使 っ て い け れ ば と 思 っ
て い ま す 。 ま た 、 ク ラ ブ の 品 格 を 監 査

し て い く 事 が 役 目 と 思 い ま す 。 近 年 は
ハ ラ ス メ ン ト と い う 言 葉 を 多 く 聞 き ま す
が 、 我 々 が 犯 し や す い の は 、 カ ス タ マ
ー ハ ラ ス メ ン ト で は な い か と 思 い ま す
の で 、 自 分 の 肝 に 銘 じ て 気 を 付 け た い
と 思 い ま す 。  
 

～ ニ コ ニ コ B O X ～     ￥ 1 9 , 0 0 0 -  

 

☆ ５ ５ 回 目 の 誕 生 日 に な り ま し た 。  
あ と １ ０ 年 で 年 金 で す ( 笑 )  浅 野 正 幸  

☆ 引 き 続 き 委 員 会 活 動 計 画 発 表  
よ ろ し く お 願 い 致 し ま す ☆  

安 宅 ・ 遠 藤 ・ 伊 藤 ・ 風 間 ・ 佐 久 間  
菊 川 ・ 杉 ・ 江 頭 ・ 飯 田  
☆ 活 動 計 画 書 作 成 中 で す 。  寺 沢  
☆ 暑 い で す ！ ！  上 代  
☆ 新 年 度 委 員 長 、 並 び に 委 員 の 皆 さ
ま 諸 活 動 に ご 協 力 お 願 い し ま す ｡  

中 島 貞 好  
☆ ７ / 2 7 ・ ８ / ９ 市 民 会 館 で 1 6 時 か ら
角 田 選 手 、 安 楽 選 手 の パ ブ リ ッ ク ビ ュ
ー イ ン グ が 開 催 さ れ ま す 。 是 非 参 加 下
さ い 。 稲 山  
☆ 本 日 早 退 し ま す 。  花 島 ・ 江 口  
 
～ 友 愛 B O X ～       ￥ 1 1 , 0 0 0 -  

 
☆ 多 分 3 2 回 目 と 思 い ま す 。  

お 祝 い あ り が と う ご ざ い ま す 。  池 田  
☆ 委 員 会 活 動 計 画 発 表 お 願 い し ま す  
山 浦 ・ 朝 戸 ・ 中 村  
☆ 孫 娘 絢 音 ( 小 六 ) が ポ ツ リ と つ ぶ や い
た 『 私 、 高 校 は 麗 澤 し か 考 え て な い の 』
う れ し 涙 が と め ど も な く あ ふ れ た 。 佐 野  
☆ 梅 雨 が 明 け た と つ ゆ 知 ら ず 。  植 村  
☆ 寝 苦 し い 夜 が 続 い て い ま す 。 皆 さ ん
熱 中 症 に 気 を 付 け ま し ょ う 。  渡 邉  
☆ 毎 日 暑 い で す 。  納 富  

 近 隣 ク ラ ブ 例 会 日  
火 曜 日  四 街 道 R . C  
火 曜 日  八 千 代 中 央 R . C  
水 曜 日  習 志 野 R . C  
水 曜 日  佐 倉 中 央 R . C  
木 曜 日  佐 倉 R . C  
木 曜 日  習 志 野 中 央 R . C  

  例 会 場  
四 街 道 ゴ ル フ 倶 楽 部  

ウ ィ シ ュ ト ン ホ テ ル ・ ユ ー カ リ  
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館  
ｳｨｼｭﾄﾝﾎﾃﾙ･ﾕｰｶﾘ 最終ｵﾘﾍﾞｰﾄ夜間 

佐 倉 商 工 会 議 所  

習 志 野 商 工 会 議 所 会 館       ７ 月 の ロ ー タ リ ー レ ー ト １ ド ル ￥ １ ６ １ -  

 会 員  

総 数  

出 席  

対 象 者  
出 席 者  ％  

７ / 1 9  ５ ４  ４ ７  ４ １  8 7 . 2 3  

■クラブ広報委員会  委員 長 :  菊 川秀明  副委員長 :佐 久間勇治  
■ 出 席 委 員 長  納 富  修 ※ 欠 席 の 際 は 必 ず 月 曜 日 迄 に 出 席 委 員 長 に 連 絡 し て 下 さ い  
■例会日 :金曜日 1 2 : 3 0 ～ 1 3 : 3 0  
■例会場 : ﾊ ﾟ ｯ ｿ ･ ﾉ ｳ ﾞ ｨ ｰ ﾀ (〒2 7 6 - 0 0 4 9 八千代市緑が丘 1 - 1 - 1 公園都市プラザ 1F : F A X 0 4 7 - 4 5 0 - 0 0 5 0）  


